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墓に葬られるまで（ヨハネ19:38-42）
　私が韓国の教会にいたとき、ある青年が1年に1回は必ず霊的にダウンして消えて、1か月くらい経つとまた戻ってきたりしていました。なぜそのようにしていたのか、あとで訳が分かりました。彼は小学校1年生のころにショックな出来事があり、それ以来、それが彼の心の傷になり、小学1年生以上の人とは交わりができない問題を抱えていたのです。小学1年生以下の人は愛することができても、それ以上の人は愛することができない。しかし、彼は恵まれていたので牧師になろうとしていました。聖書を見ると、「あなたの隣人を愛しなさい。あなたの神様を愛しなさい」とあります。神様を愛することはできるけれども、隣人を愛することはどうしても無理だというジレンマに自ら陥って、それが我慢に我慢を重ねて年に1回は必ずパニックな状態になっていたのでした。

　私たちの今の姿、あり方というものは、今にできたことではありません。それは過去の結果であり、過去の産物です。そして、今日が私たちの未来を作っていくものではないでしょうか。私たちの過去というものは時間的には過ぎてしまいましたが、実は意識の中に、また、主には無意識の中に生きていて動いているものです。特にそれがあまり良くない記憶の場合、傷ついた感情は、彼の中に生きているし、ときにはどうしても曲げることのない頑固というものがその人の内側にあるようになります。また、過去のいろいろな形によって優越感に捕らわれる場合もあるし、反対に劣等感を覚える場合もあります。その他にも様々な形として、実は今も過去が生きて動かしているということは否定できないのではないでしょうか。そういう意味で私たちクリスチャンはこのような過去から完全にさようならをし、抜けだし、まったく新しい人生を歩いて行くようにしないといけないし、そうするためにはどうすればよいでしょうか。どのようにすれば過去とさようならすることができるのでしょうか。悪い言葉では、過去の亡霊から自由になれるのでしょうか。
　多くの人がいろいろな提案、答えを提示していますが、実はそれは答えにはなりません。そのことのために私たちの過去を完全になくして、まったく新しい勝利の人生を歩むことのためにイエス様は十字架にかけられ、そして、最後の最後にお墓の中に葬られるところまで行くようになりました。今日の聖書の箇所には十字架の上ですべてを完了したとおっしゃいましたイエス様がお墓の中に葬られる場面です。これがどのような意味を持つのかということを今日ともに考えていきたいと思います。

　イエス様がお墓の中に葬られたということは、死なれたのでそのようになったということではありません。たぶん、イエス様と一緒に十字架につけられていた両側の二人の強盗の場合はいまだ十字架の上にかかっているままの状態でしょう。十字架の刑というものは、十字架の上に釘づけにされてそのかかったままでずっと放置します。そうすると、だんだん苦しみを味わいつつ、ゆっくりと死んでいく極刑です。最悪な死に方です。しかし、かれは備えの日、安息日が近づいてきていたので、早く死んでほしいということで、二人はまだ生きていたので彼らを殺すために足の骨を折ってしまいました。早く死んでもらうために。同じくイエス様の方にも来ましたが、イエス様を見たらもうすでに死んでいらっしゃったので足を折ることはありませんでした。その代り、確認のため槍でわきを刺すと水と血が全部こぼれ出たと聖書は記録しています。つまり、イエス様はとっくに死んでいらっしゃったのでお墓の中に葬るようになったということです。そして、そのことは旧約の聖書にすでに預言されていた内容です。誰も使っていない新しいお墓の中にメシヤが葬られるようになると預言されていました。
　それから、アリマタヤのヨセフという人が現れてイエス様の遺体をお墓の中に収めるということも預言されています。つまり、イエス様がお墓の中に葬られるようになったということは、死んで終わりではなく、まず第1にイエス様の救いは十字架の上で成し遂げられましたその救いは一滴の欠陥のない完璧な救いであったという意味です。最近、欠陥住宅の問題が社会問題になっているみたいです。動くものを置きますと、床が傾いているということでそれが速いスピードで走っていったりするでしょう。その他にもいろいろな欠陥が見つかって、業者と住人との間のトラブルになったりするということがあります。また、いろいろな品物、車などにも不良品があり、リコールというものをやっています。私も車の会社からハガキが来て、「いつかレクサスの会社の方に来てください。不良品があるので無料で交換してあげます」と来ました。無料でやるのは当たり前でしょう。逆に、その不良品のため、時間をかけてガソリン代を使ってそこまで行かないといけないのですから、無料でやるという話はおかしいなと思いましたが、自分なりには完璧につくるつもりでしたが不良品、欠陥品がいろいろ出てきたりします。また、手抜き工事という話もあります。日本ではそんなに見かけないでしょうが、韓国は手抜き工事などがものすごく多いです。中国のニュースを見ていても、手抜き工事による様々な事故などがニュースにたくさん報道されているということを私たちは目にしています。このように物理的のも欠陥や不良品、手抜きなどがありますが、イエス様の十字架による救いの祝福にはそういった欠陥などは一滴の欠陥もない完璧なものです。お墓の中に葬られたということが聖書の預言を成就するものでした。つまり、聖書に預言されていることを、イエス様は死なれたあともそれを全部、成就する方向まで行って、お墓の中に葬られたというのはもうこれ以上ないということでしょう。最後の最後まで行き着くところまで行ってすべてを完了したという意味です。他の聖書を見ると、イエス様がお墓の中に入れられたことについて、ハデスの方に行かれたという表現もあります。もうこれ以上、成すこと、やることはない、残すことがない、余すことがないという意味です。お墓にまで下りて行って入れられるようになったということは、完璧にすべてをまとめられたという意味です。つまり、イエス様の十字架の救いのみわざは一滴の欠陥も問題も足りないところもないパーフェクトな救いだったということです。それを別の言葉に変えますと、このイエスこそ本当に預言されていて、来られると約束されていたキリストその方に間違いないという意味です。
　サタンが教会と、また世の中はもちろんですがクリスチャンの私たちを攻撃する一番の内容が何かというと、このイエス様の救いになにか手抜きがあるかのように、何か足りない分があるかのように、何か欠陥があるかのようにささやくという攻撃です。まるでイエス様の祝意が不十分であるかのように。それでカトリックの場合は、人間の方からありがたさに応じて、お返しのような気持ちで人間の方から頑張ってそれに報う形で努力することによってこれが完成すると教えています。それはイエス様がお墓にまで入れられましたという意味がわかっていないからでしょう。イエス様の救いは私たちの何かが補われなければいけないような不十分な救いではありません。

　また、このような人間には値するが、こういう人間には値しないというような条件付きの救いでもありません。またサタンはこのように攻撃しています。イエス様は本当は十字架の上で死んだわけではない。気絶しただけだ。あるいはイエス様はまったく人間になったわけではない。そんな苦しみを受けるようなことはありません。それはただの今のプロジェクトみたいに幻だったのです。そのように皆に映っていただけであって本当はそうではない。とにかく、様々なことを通して、イエス様の救いが最後の最後までもうこれ以上もない、何も残さずに余すことなく救いのすべてを完璧に成し遂げられたということを曲げようとしているのです。でも、今日、イエス様がハデスとも表現される（ハデスは地獄です）そこまでイエス様が追い込まれて入れられてしまったということを覚えて、私たちはイエス様の救いは本当にパーフェクトで足りないところのない完璧な救いだったということを覚えていただきたいと思います。それがイエス様のお墓が私たちに語るメッセージです。
　皆さん、イエス様は十字架で死なれ、預言どおりにお墓の中に葬られました。亜麻布で包まれ、ユダヤ人の葬式のしきたりに従いました。本当に死なれたので、本当に息を引き取ったので、誰も使っていないお墓の中に入れられるようになりました。信じますか。そうならば、そのイエス様の救いは疑う余地のない、これっぽっちの欠陥もない完璧な完全な救いに間違いありません。それが何を意味するのでしょうか。私たちの方からはどんな人間であれ一切関係なく、ただこのイエスの救いを信じることで救われます。救いの条件は一つしかありません。イエス様の救いが完璧であれば、私たちの方からは何の負担も疑いもプレッシャーもなく、ただ信じるだけです。義人は信仰によって生きる。これがイエス様のお墓から私たちが読み取れるメッセージの内容です。何が皆さんの足を止めるのでしょうか。何に引っかかっていらっしゃるのでしょうか。もしかしてそれはイエス様が預言どおりに成就するために、一つも残さずにすべての預言を完璧に成就するためにハデスにまで入れられたということを知らないでいるからではないでしょうか。私たちのなにかと一切関係ありません。イエス様ご自身がパーフェクトに全部まっとうされたので、私たちはただ受け入れるだけです。義人は信仰によって生きます。皆さん、自分自身のなにかに引っかかることがないようにしていただきたいと思います。そうしないために、そうならないためにイエス様はハデスにまでお墓の中にまで入れられるようになりました。

　それから、イエス様がお墓の中にまで入れられたということは、このような意味があります。私たちがイエス様を信じたその瞬間、私たちの過去の自分は一緒にお墓の中に葬られて終わったということです。そのために罪のない神様ご自身であるイエス様がハデスまで遺体を入れられるようになりました。他の聖書を見ますと、解釈のいろいろな問題がありますが、地獄に行っていろいろな人に会い、そこでも福音を伝えたということもどこかに書いてあります。そのように表現されるほど、イエス様がお墓に葬られたということはものすごいお話なのです。それが何のためなのかというと、そのイエス様を信じる人、過去のその人をお墓の中に永遠に葬るためでした。皆さん、十字架にかけられ、よみがえられキリストであったイエス様のことを救い主として信じていらっしゃるのでしょうか。そうすると、皆さんがイエス様を信じた瞬間、過去の皆さんはイエス様とともにお墓の中に永遠に葬られるようになりました。もう本当は終わりました。
過去の皆さんはいったいどうなのでしょか。まず皆さんが知っている皆さんの過去があります。過去の自分があります。どこかで生まれて、どんな経験をしながら、どのような教育を受けて、失敗の道、成功の道、良い人間と思わたり悪い人と思われたり、そのような人生を生きてきた過去の自分というものがいるでしょう。それがまるごと何も残さずに根っこから放り出されて、イエス様のお墓の中に葬られてもう存在しません。なくなりました。過去は葬られたのです。だから、イエス様がお墓の中に葬られたというのは、非常に大切な意味を持つのです。いつも申しあげているでしょう。皆さん、自分自身で自分のことをどんなに深刻に考えても正しく見ることはできません。イエス様のことを鏡にしてみない限りは皆さんを発見することは無理です。そのような無理なこと、おかしなことは止めてください。イエス様がお墓の中に葬られました。そのイエス様を見ると皆さんの過去も、過去の皆さんもどんな罪を犯したのか、どんな汚れた人生を歩いてきたのか、あるいはどんな優秀な人だったのかは関係なく、そのすべてが一緒に葬られもう存在がなくなってしまいました。過去の皆さんはただ皆さんが知っている皆さんです。皆さんがよく知らない皆さんがいます。過去の自分の中に。そのような皆さんを作り出した家系の背景というものがあります。皆さんは良く知らないでいたでしょうが、皆さんに代々流れてきた家系の背景と、皆さんが知っている皆さんと無関係ではありません。家系の流れ、家系ののろい、家系の様々なDNAなどすべてを請け負って生きてきたのです。それが過去の皆さんです。気づいていなかったでしょうが。それで努力しても努力が報われない不思議な自分というものがそこにいたかもしれません。良い人間になりたい、幸せになりたいと頑張ったにもかかわらず思いどおりに行かない自分がそこにいたでしょう。なぜだろう？と疑問があったかもしれません。家系の背景を無視してはいけません。霊的な遺産としてずっと流れてきます。そのような家系の背景とくっついていた過去の皆さん、それも全部丸ごとお墓の中に葬られてもう終わりにしました。おしまいになりました。これがイエス様がお墓の中にまで入れられるようになりましたというメッセージです。
そして、皆さんの過去はそこにとどまるものではありません。実は皆さんの過去の本当の姿というものは、根本的な背景というものがあります。人生をどのように生きてきて、人間的にどのような差、違いがあったのかはわかりませんが関係なく、すべての人が同じです。罪の中で神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる、つまり、滅びるしかない運命に捕らわれていたのです。それが皆さんの過去です。その中である人は会社の人として、ある人は官僚として、ある人はお医者さんとして、ある人は主婦としていろいろな人生を歩いてきたでしょう。しかし、過去の皆さんを正しく理解しなければなりません。努力や悩むこと、成功などでは絶対に変えられない根本的な滅びの運命というものが皆さんを捕えていました。それが本当の皆さんです。それが過去の皆さんです。イエス・キリストを信じるまでの皆さんの人生でした。その根本的な背景まで全部ひっくるめてひとつも残さずにイエス様がお墓の中に一緒に葬ってしまいました。おしまいにしてしまいました。もう終わりにしてしまいました。その過去、滅びる自分というものは存在しません。そのことによって様々な不幸を患い、様々な悲しみを味わい歩いてきたと思います。その不幸や悲しみの人生などは一緒に葬られて永遠におしまいになりました。イエス様がお墓の中にまで入れられるようになりました。聖書の預言どおりに、一つも余すことなく、残すことなく、すべてをパーフェクトに成就しました。ですから、イエス様を信じた皆さんの過去は一緒に葬られてもうおしまいになったということをぜひ覚えていてください。つまり、過去の皆さんは存在しません。だまされないようにしてください。当然ですが、イエス様がお墓の中にまで入れられて葬られたということは、皆さんがどのような過去を持っていようが関係なく、イエス様を信じたその瞬間、つまり、今現在、皆さんは完全に新しい被造物としてつくり変えられているということです。この聖書の箇所をイエス様が十字架にかけられてお墓の中にまで葬られたということに基づいて、覚えて皆さんの心に刻印していただきたいと思います。キリスト、イエスのうちにあるものは得る鋳物は過ぎ去って、すべてが新しくなったとⅡコリント5：17にあります。それがイエス様がお墓の中にまで葬られるようになったというところから読み取れるメッセージです。信じますか。

イエス様は苦しめられてお墓の中にまで、ハデスのところまで葬られる悲惨な姿でしたが、私たちはそのおかげで喜んでハッピーにならないといけません。なるほど、自分の家系、過去は、皆さんが知らないところまで考えると恐ろしい過去です。それが全部、パーフェクトに残すところなくきよめられて葬られ消えて無くなりました。過ぎ去ったと言っています。過去に捕らわれないでください。まったく新しい被造物につくり変えられました。イエス様を信じた瞬間です。覚えていてください。ただいまだ肉体的に、人間的に過去のものがいろいろ残っているので、それにだまされてしまうのです。それに混乱してしまうだけなのです。だから、メッセージを握ってください。皆さんの外見や人間的な何かにだまされないようにしてください。関係なく滅びる過去、恥ずかしい過去、傷ついた過去、それでその傷ある感情を持って動かされるような過去等はもう葬られて終わりました。だまされないように。新しくなりました。皆さんがイエス様を信じた瞬間、イエス様のゆえに皆さんの外見や生活の何かが何も変わっていなくても、皆さんには天地が引っくり返るような変化が訪れてきたのです。神様ご自身が聖霊を通して、皆さんの内側を住まいにし入って来られて、ともに住まわれる存在に変えられています。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。ただ体が病弱なのでこれが中々、実感できないでしょう。だから、信じてください。皆さんには弱点があるから、このように完璧に新しくつくり変えられたということが中々、受け入れられないでしょうか。信じてください。義人は信仰によって生きる。信仰の根拠はイエス・キリストです。イエス・キリストがお墓の中に葬られました。それでイエス・キリストを信じたその瞬間、皆さんは神様を「アバ、父」と呼ぶことができる神の子どもに身分が変えられました。つまり、存在そのものがまったく新しいものに変えられたということです。それがメッセージです。過去に捕らわれないように。皆さんの何かに捕らわれないように。ときには現状、状況、皆さんの目の前に起きる様々なトラブルや出来事、事件などにだまされないように。皆さんはまず、不幸と思うしかない過去の人生は消えて去っていきました。不幸はありません。まったく新しいものにつくり変えられました。ローマ3：23-24には罪人は滅びるが、キリスト、イエスを信じる者は神様から義と認められたと言われています。つまり、神様が「良し」とおっしゃいました。神様は世界を創造された後、その創造のすべてが終わった後に、「見るに非常に良かった」とおっしゃいました。つまり、パーフェクトだと。「良し」とおっしゃいました。それより10万倍以上の感想を宣べられます。いえす・キリストを信じたひとりひとりを見たときに義と認められたというのは「良し、良し」という話です。そのような存在に変えられています。神様が「良し」とおっしゃいました。
ついつい、人が私をどう見ているのか、人にはどう映っているのか、人にどう思われているのかをものすごく気にする場合がありますが、そこから自由になってください。誰がどう思おうと、とりあえず皆さんは気にしなくてもよいです。イエス・キリストにあって神様が「良し」と、神様が義と、神様が「良かった」と宣言していらっしゃいます。誰が神様がおっしゃることに敵対できるでしょうか。もちろん、あまりにも人に非常識に映った場合に、参考にすべきことはあります。しかし、それに影響を受けて皆さんの心が揺れ動いたり、あまりデリケートになるようなことはあってはいけません。古いものは過ぎ去りました。そういったすべてを皆さんの考えの中から一緒に葬ってください。皆さんは祝福の存在です。だれが何と言おうが、今どんな弱さと問題を抱えていようが関係なく、イエス・キリストを信じた瞬間、すべては葬られ、皆さんは神様に義と認められるようになるし、ヨハネ5：24を見ると永遠のいのちを持っていると言われています。このような祝福が永遠に続きます。誰も奪い取ることができないし変えることもできません。ですから、当然でありますが、皆さん覚えていてください。どのように新しい被造物に変えられたのかというと、根本的に存在が変えられて、ローマ8：28を見ると、これからはすべてを働かせて益となる存在に新しくつくり変えられました。何も心配しなくても、何も不満を持って不安にならなくてもよいようにすべてが、過去においては良いこと悪いこと、心配事、うれしいこと、不安なこと、楽なこと、いろいろありましたが、その過去は葬られもう終わります。新しくつくり変えられて、皆さんは良く知らないでしょうが、昔の良いこと悪いこと、すべて良いこと、不安なこと楽なことがすべて良いことになる存在につくり変えられています。それがイエス様のお墓から私たちがいただくメッセージです。ぜひ覚えてください。
どこまででしょうか。これは皆さんを励ますためのお世辞ではありません。パウロが言いました。ものすごい病気と弱さを抱えていて、私は自分の弱さを誇りに思う存在につくり変えられているということを覚えていてください。皆さんの外見や人間的な何かにだまされないでください。何かの出来事や事件にだまされないでください。何かのトラブルがあるのでしょうか。それが益となります。皆さんに弱さがあるのでしょうか。失敗があるのでしょうか。それが誇りなのです。皆さんはそのような存在であるということをサタンは知らないように必死になって過去に引きずり込んでその祝福に走れないように邪魔します。過去の亡霊から自由になってください。
それから、イエス様を信じた瞬間、アブラハムに宣言したように「あなたは祝福のものであり、祝福の根源である」とおっしゃいました。アブラハムにおっしゃったことは私たちには言うまでもありません。アブラハムはまだイエス様を遠くから見ていただけです。皆さんをこのイエス様を心に受け入れた存在です。古いものは過ぎ去って、すべてが新しくなっています。私は祝福の存在、幸せなものだけでなく、祝福の根源であると変えられました。当然、その結果、皆さんの能力と、ある意味努力とも関係なく、暗い世の中において、暗やみの力に捕らわれている魂の前で世の光、世の塩と言われ、またその役割を全うすることができる者につくり変えられています。給料をもらうため、出世するために生きる人生から脱皮して、世の光、世の塩と言われるものに変えられています。そのために皆さんは皆さんの能力、人格と関係なく、そのことのためであれば目に見えないこの世を握って振り回している悪魔、サタン、暗やみの力を縛り上げることができる権威あるものにつくり変えられていて、天使が皆さんを手伝うようなすごい存在に新しくつくり変えられています。いつでしょうか。イエス・キリストを信じたその瞬間からです。つまり、今も同じです。これからも後も同じです。このメッセージを握らないといけません。このような内容を本当に心から喜んで、それからこれを味わうことをお祈りと言います。つまり、皆さんは神様に祈りができる者に変えられています。神様と通じる存在になりました。何が問題でしょうか。ぜひだまされないようにしてください。このメッセージを心の中に覚えていてください。
まとめましょうか。イエス様が聖書の預言どおり、預言の最後の一滴まで全部、成就するため、お墓の中にまで葬られることになりました。つまり、イエス様の救いは余すところ、残すところのない完璧な救いでした。何の疑いもありません。ただ信じればよいのです。そして、信じるときに皆さんの過去、恐ろしく知らないでいた過去でさえ全部、葬られて消えて去っていくようになるし、イエス様を信じたその瞬間、皆さんはまったく新しい存在につくり変えられ幸いないもの、幸せなもの、この世を生かすものにつくり変えられるようになったというメッセージです。皆さん、過去から自由になって新しい人生を着る方法は忘れることではありません。イエス・キリストを信じることです。記憶からそれを消すことではありません。イエス・キリストのお墓の中に一緒に葬られておしまいにすること以外には過去を無くす方法はありません。イエス・キリストを信じることです。皆さんはイエス・キリストを信じたでしょうか。そうならば皆さんは過去からもう自由になりました。だから、皆さんの思い、考えの中から、その過去が飛び出すたびに宣言してください。これがミッションです。自分の過去を完全に捨てましょう。皆さんが捨てなくてもこれはもう葬られたものですが、サタンがそれをいつも利用します。過去を全部、捨ててください。イエス・キリストによって。イエス・キリストのお墓の中に葬ってください。葬られているということを宣言してください。どんな過去であれ、過去に捕らわれたり引きずらないようにしてください。そうしないと皆さんはこれから未来の勝利を期待することができません。ずっと過去に引きずられ今日を動かされ、その今日がまた未来を生み出すようになりますので、結局は、未来まで過去に翻弄されるようになるのではないでしょうか。それはもう終わりにしましょう。どんな過去があろうが関係ありません。人を殺した過去があるのでしょうか。虐待された過去があるのでしょうか。どうしても許せない誰かがいて、そのような出来事があったのでしょうか。もう終わりにしましょう。その自分は葬られました。今現在も、その憎い人間が生きていて、今現在も虐待を与えていた親がぴんぴんと生きているかもしれません。目の前にいるかもしれません。でも、自分が死んで、過去の自分がもう存在しないわけだから、過去の評価、過去の思いや過去の傷などは全部捨てましょう。私たちにはあるのではないでしょうか。イエス様のお墓の中が。イエス様のお墓があるでしょう。いつもイエス様のお墓を取り出して葬ってください。そのお墓は一回入ると、イエス様とよみがえること以外には出られません。大きな石で封印されてしまうので出られません。葬ってください。
そして、クリスチャンの過去に対する態度は捨てるだけではありません。皆さんの過去に対する解釈を変えてください。それは皆さんを苦しめていたすべてを全部捨てて、しかもそれは私に人生を教える教師であって、イエス・キリストに私を案内する教師だったという解釈を持って「良かった」ものに全部解釈を変えてください。これはクリスチャンの過去に対する態度です。

それから、最後にそうなりますと、このようになるでしょうが、皆さんの過去を未来のための、神様の願いのための土台にしてください。すべてがそうなります。そうするためには、まず過去をイエス様のお墓の中に葬らないといけません。先ほども申し上げましたように、ある人は何かの件においては、ものすごく敏感でデリケートです。そのようなものをあまり持たないでください。それは必ず、サタンにやられてしまいます。ある人は、何かのテーマに対しては、ものすごく頑固です。それも結局は過去ですから、過去に捕らわれている姿の一面ですから、サタンに利用されます。自分の頭の中ではいろいろな整理があって、それを定説みたいに、正解みたいに主張する気持ちがあるのでしょうが、イエス・キリストとともに葬られなければいけない過去なのです。私たちにあるものは。ですから、デリケートな部分などは要りません。存在しません。敏感なところもいりません。そういった部分を握ってこのメッセージをしっかり握って宣言してください。イエス様とともに葬られたと。私が神経を使うようなものではないと。どっちでもよい。私は幸いな者だ。それはよかったことではないのか。別にデリケートになるようなことではなかったのだ。良かったのではないか。これからは新しい祝福の自分だけに目を配って向き合い歩いて行くと宣言してください。
今週1週間も、本当の意味で過去から完璧に解放されるいやしの祝福があることを祈りたいと思います。
(祈り)

　愛する天の父なる神様、ありがとうございます。イエス・キリストによって私たちはまったく新しい祝福のものになり、新しい人生が設計されていて、その青写真を持って歩いて行くべきなのに、過去からいまだ抜け出すことができないまま、サタンに足止めされ邪魔されるときが多くあります。イエス様お墓の中にまで葬られたというメッセージを握って、その過去を全部振り切って新しい自分と向き合い、喜んで何も気にせず捕らわれず、邪魔されずに福音宣教の新しい人生に突き進むことができるようにひとりひとりを祝福してください。完璧な救いの祝福を心から感謝します。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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